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ESG評価機関の現状

出所）経済産業省 SX研究会 第1回資料
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SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）の実現に向けた資本市場・投資家の課題

出所）経済産業省 SX研究会 第6回資料
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出所）QUICK ESG研究所「ESG投資家実態調査2021」2022.01より

ESGインテグレーションにおける非財務情報の有用性



4

投資家によるESGスコア・レーティング情報の活用について

出所）QUICK ESG研究所「ESG投資家実態調査2021」2022.01より
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投資家のESG関連データの利用

出所）QUICK ESG研究所「ESG投資家実態調査2021」2022.01より
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投資家のESG関連データの利用
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ESGファンドの関心の高まり

出所）FactSet
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EUタクソノミーの目的

EUが環境上サステナブルな経済活動を分類・定義し、投資家に正確な情報を提供す
ること

Part1

Part2

SFDR：EU Regulation on Sustainability-related Disclosures in the Financial services sector

CSRD：Corporate Sustainability-information Reporting Directives

特徴：何がESG、サステナブルなのかが明確である一方、タクソノミーにより運用制約を受ける場
合がある
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＜ご参考＞CFA協会ESG情報開示基準

CFA ESG情報開示基準

CFA GIPS基準

GIPSは運用プロダクトの運用哲学、プロ
セスに基づいて明確性、一貫性、統合性、
透明性、範囲性の観点からパフォーマンス
をとらえる

ESGとは何かを機関投資家が分類・定義し、投資家に適切な情報を提供すること

特徴：何がESG、サステナブルなのかが運用機関毎に定義付けされるため、場合によっては不
明確である一方、運用の独自性が発揮しやすくなる

ESGプロダクトの運用哲学、プロセスに基づ
いて明確性、一貫性、統合性、透明性、範囲
性の観点からESGファンドをとらえる

非財務情報にかか
る有用情報は個々
の投資家に依存す
るため、統一的な
情報開示は難しい
局面も
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投資家にとっての「Net Zero」の意義（企業開示の意義と投資の関係性）

• 「Net Zero」に実効性をもたせるために、投資家に必要なガバナンスや戦略性は？

• 投資家が非財務情報（データ）が投資行動に与える影響が大きくなる状況下、その判断根拠となる非財
務情報（データ）の正確性、一貫性、範囲性、納得性はどう担保するか？

• 「Net Zero」に向けた金融機関の目標設定と企業の長期目標設定の納得性、統合性は確保されてい
るのか？

運用ポートフォリオの状況把握のための外部データ活用

（ポートフォリオ管理のための外部情報の納得性、透明性）

• ポートフォリオ管理において、多くの投資家は外部データ活用の必要性が生じている

• ポートフォリオ全体レベルにおいて正確性と範囲性が担保されているかどうか？

• そもそも非財務データ（特に気候変動関連情報）はインフラか？データビジネスか？

• 「TCFD」対応と「ネットゼロ」に向けた取組においては、金融機関のコミットメントであり、気候変動にか
かる非財務データの信頼性と納得性が非常に重要

非財務情報（気候変動関連）について感じること
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当社のTCFD報告より


